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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリーム
を受信するように構成されたレシーバであって、前記符号化済みステレオパラメータ情報
が、
　　ステレオパラメータの第1の値であって、第1の周波数範囲に関連付けられ、エンコー
ダ側窓掛け方式を使用して決定される第1の値、および
　　前記ステレオパラメータの第2の値であって、第2の周波数範囲に関連付けられ、前記
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される第2の値を表す、レシーバと、
　前記符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するように構成された
ミッド信号デコーダと、
　前記復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を使用して
周波数領域復号済みミッド信号を生成するように構成された変換ユニットと、
　前記符号化済みステレオパラメータ情報を復号して前記第1の値および前記第2の値を決
定するように構成されたステレオデコーダと、
　前記第1の値および前記第2の値に対して条件付け演算を選択的に実行して前記ステレオ
パラメータの条件付けされた値を生成するように構成されたステレオパラメータコンディ
ショナであって、前記条件付けされた値が、前記第1の周波数範囲のサブセットまたは前
記第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲に関連付けられ、前記ステレオ
パラメータコンディショナが、1つもしくは複数のステレオパラメータの値の差異が、差
異しきい値を満たすことに基づいて前記条件付け演算を選択的に実行するステレオパラメ
ータコンディショナと、
　前記周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第1の周波
数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するように構成されたアップミキ
サであって、前記条件付けされた値が、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復
号済みミッド信号に適用されるアップミキサと、
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　第1の出力オーディオ信号および第2の出力オーディオ信号を出力するように構成された
出力デバイスであって、前記第1の出力オーディオ信号が、前記第1の周波数領域出力信号
に基づき、前記第2の出力オーディオ信号が、前記第2の周波数領域出力信号に基づく、出
力デバイスと
を備える装置。
【請求項２】
　前記デコーダ側窓掛け方式は、符号化に使用されるオーバーラップサイズとは異なるオ
ーバーラップサイズを有する窓を使用する、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　デコーダ側の前記オーバーラップサイズが、符号化に使用される前記オーバーラップサ
イズよりも小さい、請求項2に記載の装置。
【請求項４】
　前記ステレオパラメータコンディショナは、前記条件付け演算を実行するために、前記
第1の値および前記第2の値に推定関数を適用するように構成される、請求項1に記載の装
置。
【請求項５】
　前記推定関数は、平均化関数、調整関数、またはカーブフィッティング関数を含む、請
求項4に記載の装置。
【請求項６】
　前記特定の周波数範囲は、前記第1の周波数範囲のサブセットであり、前記条件付けさ
れた値は前記第1の値とは異なる、請求項1に記載の装置。
【請求項７】
　前記ステレオパラメータコンディショナは、前記条件付け演算に基づいて前記ステレオ
パラメータの1つまたは複数の追加的な条件付きの値を生成するようにさらに構成され、
前記1つまたは複数の追加的な条件付きの値における各々の条件付きの値が、前記第1の周
波数範囲のサブセットまたは前記第2の周波数範囲のサブセットである対応する周波数範
囲に関連付けられる、請求項1に記載の装置。
【請求項８】
　前記特定の周波数範囲は、前記第1の周波数範囲のサブセットであり、前記第1の値は、
前記第1の周波数範囲の別のサブセットに関連付けられる、請求項1に記載の装置。
【請求項９】
　前記特定の周波数範囲は、前記第2の周波数範囲のサブセットであり、前記第2の値は、
前記第2の周波数範囲の別のサブセットに関連付けられる、請求項1に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第1の周波数領域出力信号に対して第1の逆変換演算を実行して前記第1の出力オー
ディオ信号を生成するように構成された第1の逆変換ユニットと、
　前記第2の周波数領域出力信号に対して第2の逆変換演算を実行して前記第2の出力オー
ディオ信号を生成するように構成された第2の逆変換ユニットとをさらに備える、請求項1
に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ビットストリームは、符号化済みサイド信号も含み、前記装置は、
　前記符号化済みサイド信号を復号して復号済みサイド信号を生成するように構成された
サイド信号デコーダと、
　前記復号済みサイド信号に対して第2の変換演算を実行して周波数領域復号済みサイド
信号を生成するように構成された第2の変換ユニットとをさらに備える、請求項1に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記条件付けされた値はさらに、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復号済
みサイド信号に適用される、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
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　前記ステレオパラメータコンディショナおよび前記アップミキサは、モバイルデバイス
に組み込まれるか、基地局に組み込まれる、請求項1に記載の装置。
【請求項１４】
　符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリーム
をデコーダにおいて受信するステップであって、前記符号化済みステレオパラメータ情報
が、
　　ステレオパラメータの第1の値であって、第1の周波数範囲に関連付けられ、エンコー
ダ側窓掛け方式を使用して決定される第1の値、および
　　前記ステレオパラメータの第2の値であって、第2の周波数範囲に関連付けられ、前記
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される第2の値を表す、ステップと、
　前記符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成するステップと、
　前記復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を使用して
周波数領域復号済みミッド信号を生成するステップと、
　前記符号化済みステレオパラメータ情報を復号して前記第1の値および前記第2の値を決
定するステップと、
　前記第1の値および前記第2の値に対して条件付け演算を選択的に実行して前記ステレオ
パラメータの条件付けされた値を生成するステップであって、前記条件付けされた値が、
前記第1の周波数範囲のサブセットまたは前記第2の周波数範囲のサブセットである特定の
周波数範囲に関連付けられ、前記条件付け演算が、1つもしくは複数のステレオパラメー
タの値の差異が、差異しきい値を満たすことに基づいて選択的に実行される、ステップと
、
　前記周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第1の周波
数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成するステップであって、前記条件
付けされた値が、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復号済みミッド信号に適
用される、ステップと、
　第1の出力オーディオ信号および第2の出力オーディオ信号を出力するステップであって
、前記第1の出力オーディオ信号が、前記第1の周波数領域出力信号に基づき、前記第2の
出力オーディオ信号が、前記第2の周波数領域出力信号に基づく、ステップと
を含む方法。
【請求項１５】
　命令を含むコンピュータ可読記録媒体であって、前記命令は、デコーダ内のプロセッサ
によって実行されたときに、前記プロセッサに、
　符号化済みミッド信号と符号化済みステレオパラメータ情報とを含むビットストリーム
を受信する動作であって、前記符号化済みステレオパラメータ情報が、
　　ステレオパラメータの第1の値であって、第1の周波数範囲に関連付けられ、エンコー
ダ側窓掛け方式を使用して決定される第1の値、および
　　前記ステレオパラメータの第2の値であって、第2の周波数範囲に関連付けられ、前記
エンコーダ側窓掛け方式を使用して決定される第2の値を表す、動作と、
　前記符号化済みミッド信号を復号して復号済みミッド信号を生成する動作と、
　前記復号済みミッド信号に対して変換演算を実行し、デコーダ側窓掛け方式を使用して
周波数領域復号済みミッド信号を生成する動作と、
　前記符号化済みステレオパラメータ情報を復号して前記第1の値および前記第2の値を決
定する動作と、
　前記第1の値および前記第2の値に対して条件付け演算を実行して前記ステレオパラメー
タの条件付けされた値を生成する動作であって、前記条件付けされた値が、前記第1の周
波数範囲のサブセットまたは前記第2の周波数範囲のサブセットである特定の周波数範囲
に関連付けられ、前記条件付け演算が、1つもしくは複数のステレオパラメータの値の差
異が、差異しきい値を満たすことに基づいて実行される、動作と、
　前記周波数領域復号済みミッド信号に対してアップミックス演算を実行して第1の周波
数領域出力信号および第2の周波数領域出力信号を生成する動作であって、前記条件付け
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された値が、前記アップミックス演算の間に前記周波数領域復号済みミッド信号に適用さ
れる、動作と、
　第1の出力オーディオ信号および第2の出力オーディオ信号を出力する動作であって、前
記第1の出力オーディオ信号が、前記第1の周波数領域出力信号に基づき、前記第2の出力
オーディオ信号が、前記第2の周波数領域出力信号に基づく、動作と
を実行させるコンピュータ可読記録媒体。
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